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研究成果の概要（和文）： 
 conscious と unconscious との中間にあたるレス・コンシャス(less-conscious)レベルに
おけるコンテンツ検索を支援する基盤技術の開発のため，以下の課題に取り組んだ． 
(a) メディア・インタラクションに基づく潜在的意図抽出方式 

(a-1) メディア操作からのユーザ意図抽出: ユーザのコンテンツに対する，検索を意識し
ていないインタラクション(操作)を用いて，自動的に一連のインタラクションに適合す
る情報を検索し，提示する方式を開発した． 
(a-2) ユーザの閲覧行動からの閲覧モードのモデル化と推定: ユーザの Web の閲覧行動
の目的の強さから探索モードと散策モードの 2 つの閲覧モードを定義した．また，ユー
ザの閲覧履歴に含まれるページの内容的な集中度とドメインの集中度を定義し，その値
からユーザの閲覧モードを推定する手法を開発した． 

(b) 質問自動生成によるレス・コンシャス型情報検索方式 
(b-1) メディア横断型クエリフリー検索: (a-1)で設計された意図階層のマルチレイヤ構
造を用いて，任意の種類のコンテンツに対するユーザのメディア操作から抽出された意
図を，異種のコンテンツの閲覧・視聴・編集動作などへメディアを横断して伝播させる
意図のメタモデルを開発した．また，提案した方式に基づき，プロトタイプシステムを
作成し，実際のデータを用いて方式の有効性を検証した． 
(b-2) ユーザの閲覧モードに基づくユーザ支援手法: (a-2)において定義した散策モード
におけるユーザの支援技術としてソーシャルブックマークのタグを用いた Web ページ
の推薦技術を開発した．具体的には，閲覧中のページに付与されたタグ集合から意味的
に親子関係にあるタグの組合せを発見，タグの組合せの一部を削除または置き換えた組
合せを生成し，類似，汎化，関連関係にあるページを発見，推薦する． 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We developed information retrieval techniques on less-conscious level that is between 
conscious and unconscious as follows.  
(a) Extracting implicit intentions based on user’s interactions 
(a-1) Extracting user’s intentions using media operations: we developed a retrieval 
method using user’s intention that is extracted by media interactions which does not 
conscious to information retrieval. 
(a-2) Modeling and estimating browsing mode from user’s browsing behavior: we 
defined two browsing mode, an exploring mode and a strolling mode in consideration of 
intensity of user’s purpose. Then, we respectively defined two concentration degrees 
form the aspects of contents and URL domains of browsed pages. We developed a 
method to estimate user’s browsing mode by using the concentration degrees. 
(b) A less-conscious information retrieval method using automatic query generation 
(b-1) Query generation for retrieving cross media contents: we developed meta-model 
for spreading user’s intentions that is extracted by (a-1) to other media contents’ 
operations as viewing, listening, editing and retrieving. Then, we developed the 
prototype system and evaluated our method.  
(b-2) User assistance method based on user’s browsing mode: We developed 



recommendation technique using social tags for assisting users in a stroll mode defined 
in (a-2). To find pages to be recommended, we first find combinations of tags, which are 
in parent-child relationships, from the tags attached to a browsing page. Then we 
replace a part of these combinations of tags and we find the pages which are similar, 
generalized or related with the browsing page by using the replaced combination of 
tags. 
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１．研究開始当初の背景 

ユーザがコンテンツを検索する際には，明
示的に検索意図を指定する必要がある．例え
ば，検索エンジンにより Web ページを取得
するには，検索キーワードを入力する必要が
ある．一般に，意図に合致した検索結果を得
るには，ユーザ自身で検索意図を正確に表現
する必要があるが，これは一般ユーザにとっ
て非常に困難な作業であり，コンテンツ利活
用の大きな障壁となっている． 

現在，ユーザが質問を入力せずにシステム
が自動的にコンテンツ検索を行うクエリフ
リー検索 (query-free search) 技術がいくつ
か提案されている．これらの方式では，大き
く分けて２種類のアプローチがある．一つは
ユーザがコンテンツに対して何らかのイン
タラクションを行うもの，もう一つは全くイ
ンタラクションが無いものである．前者は，
ユーザがインタラクションを意識するもの
と意識しないものに大別できる．ただし，こ
れまでの研究では，後者のインタラクション
が無いものが主に扱われてきた． 

これに対して，何らかのインタラクション
がある状態で，明確に検索意識があるレベル  
(conscious)と，全く検索を意識しないレベル
(unconscious)との中間としてレス・コンシ  
ャス(less-conscious)レベルが存在すると考
え，この状態においてコンテンツ検索を支援
する基盤技術があれば，一般ユーザが困難で
あるコンテンツ検索が容易になると考えた． 
 
２．研究の目的 

conscious と unconscious との中間にあた

るレス・コンシャス(less-conscious)レベルに
おけるコンテンツ検索を支援する基盤技術
の開発を目的とする．具体的には，ユーザの
動作から潜在的な意図を自動的に検出し，こ
れに基づき検索を行うことで，必要なコンテ
ンツを自動的に取得する方式の開発する．す
なわち，ユーザは検索動作そのものを意識し
ないが，コンテンツに対するインタラクショ
ン(Web ページ閲覧，ビデオ映像視聴，オン
ライン地図操作など)のみは行う状況での検
索支援手法を開発する．また，ユーザインタ
ラクションの途中に発生する検索意図の分
岐を検出することで多様な検索意図に基づ
き複数の検索結果を提示する方式を開発す
る． 
 
３．研究の方法 

以下のようにユーザの意図抽出とそれを
用いた検索方式の開発のそれぞれについて
研究を行った． 
(a) メディア・インタラクションに基づく

潜在的意図抽出方式 
(b) 質問自動生成によるレス・コンシャス

型情報検索方式 
 
また，それぞれについて 2つずつ計 4つの課
題を設定し，開発を行った． 
(a-1) メディア操作からのユーザ意図抽出 
 ユーザのコンテンツに対する，検索を意識
していないインタラクション(操作)を用い
て，自動的に一連のインタラクションに適合
する情報を検索し，提示する方式を開発した．
各種メディアの特性ごとに意図の表現形式



は異なり，最小粒度の原子意図(atomic 
intention)とそれらが結合した複合意図
(complex intention)のマルチレイヤ構造を
設計することでユーザの様々な意図を柔軟
に記述することが可能となる．また，コンテ
ンツそのものに対するユーザインタラクシ
ョンのモデル化および，映像コンテンツなど
に対する視聴インタラクションのモデル化
の方式を検討した． 
(a-2) ユーザの閲覧行動からの閲覧モード
のモデル化と推定 

ユーザの意図は，ユーザが現在興味を持っ
ている話題やトピックにより表現されるこ
とが多いが，ユーザがどのような目的を持っ
ているかも重要な要素である．そこで，ユー
ザの目的の強さを考慮したユーザの閲覧モ
ードを定義し，その推定手法の開発を行った． 
 
(b-1) メディア横断型クエリフリー検索 
研究課題(a-1)で設計された意図階層のマル
チレイヤ構造を用いて，任意の種類のコンテ
ンツに対するユーザのメディア操作から抽
出された意図を，異種のコンテンツの閲覧・
視聴・編集動作などへメディアを横断して伝
播させる意図のメタモデルを開発した．また，
提案した方式に基づき，プロトタイプシステ
ムを作成し，実際のデータを用いて方式の有
効性を検証した． 
(b-2) ユーザの閲覧モードに基づくユーザ
支援手法 

ユーザがどのトピックに興味を持ってい
るかだけではなく，ユーザがどの閲覧モード
であるかによって，適した支援方法は異なる．
そこで，(a-2)で定義した閲覧モードに応じ
た支援手法を検討し，それに基づいた支援手
法の開発を行った． 
 
４．研究成果 
(a-1) メディア操作からのユーザ意図抽出 
 地図コンテンツ，講義コンテンツ，映像コ
ンテンツなど各種のメディアに対するイン
タラクションを解析し，メディアに応じたイ
ンタラクションからの意図抽出モデルを構
築した．本方式では，メディアインタラクシ
ョンのみならず，地名間の関係や教材間の関
係，映像の視聴行為間の関係など，コンテン
ツ内部の情報間の意味的な関係を考慮する
ことでユーザ意図を抽出した．実験により，
ユーザ意図を 60％程度の精度で抽出可能で
あることを確認した．複雑なマルチメディア
コンテンツを閲覧する際に，検索を意識した
補足的な行動を必要としないコンテンツ検
索の実現が期待できる． 
(a-2) ユーザの閲覧行動からの閲覧モード
のモデル化と推定 

ユーザの閲覧行動をその目的の強さから，
強い目的を持つ探索モードと強い目的を持

たない散策モードに分類し，ページの閲覧に
つれて，ユーザの閲覧モードが変化するモデ
ルを提案した．また，各モードの推定方法と
して，最近 n件の閲覧履歴に注目し，履歴内
のページの内容的な集中度と URLドメインの
集中度の 2つの尺度から推定する方法を提案
した．具体的には，この双方が高い場合には
探索モード，それ以外の場合は散策モードと
する．これによって，閲覧モードの変化直後
にその変化を検知するのが難しいという問
題はあるが，60%の精度でユーザの閲覧モー
ドの推定が可能になった．この技術は，ユー
ザの意図に合致した検索支援や情報推薦で
の利用が期待できる． 
 

(b-1) メディア横断型クエリフリー検索 
 (a-1)で構築した意図抽出モデルに基づき，
地図コンテンツとカテゴリ検索のような異
種のメディアを統合したメディアに対する
検索意図を抽出し，クエリ入力を不要とした
コンテンツ検索手法を開発した．本方式では，
(a-1)で得られた知見をもとに，それぞれの
メディアにおけるユーザの意図を領域興味
度，カテゴリ興味度という形で置き換え，メ
ディアの違いを吸収している．評価実験によ
り，カテゴリ興味度，領域興味度の適合率，
再現率がトレードオフ関係になることを確
認した．今後，検索対象メディアに応じた適
切な閾値の設定などが必要となると考えて
いる． 
(b-2) ユーザの閲覧モードに基づくユーザ
支援手法 
(a-2)で定義したユーザの閲覧モードのそ

れぞれについて考察し，有用なユーザ支援手
法について検討を行った．その結果，探索モ
ードでは，ユーザの閲覧している内容につい
て詳細化する内容をクエリ推薦によって提
供すること，散策モードでは閲覧中の内容に
関係する幅広い情報を提示することが有用
であると結論づけた． 
また，前者については数多くの研究が行わ

れているが，後者については研究がなされて
いないため，Web 散策時に有用な情報推薦方
式について，研究を行った．具体的には，閲
覧中のページに付与されているソーシャル
ブックマークのタグの集合から親子関係に
あるタグの組合せを発見し，その一部を削除，
置換したタグ集合を用いることにより，閲覧
中のページに類似した内容(類似関係)，閲覧
中の内容の話題の上位の話題に関する内容
(汎化関係)，閲覧中の内容の話題と共通の上
位の話題が存在する別の話題(関連関係)の 3
つの関係にある情報を発見する．評価を行っ
たところ 64%の精度で推薦に適切なページの
発見が行えた． 
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